











































“Lesson Ideas” Designed by the Whole School:
For the Universal Class Making Based on 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































タンダード」を完成させ、全教員で確認した。   
これまでの学校研究としてのユニバーサルデザイ
ンの取り組みは、研究部等がある観点を提示し、そ
れに即した形で授業をデザインし、授業研究等で評
価するといういわばトップダウンの方法が主流で
あった。各自治体の教育センター等の方法も同様で
あった４）９）。しかし、今回の取組は子どもの意識調
査をはじめとして、全教員が日々取り入れているユ
ニバーサルな手立てを集約する形で研究を積み上げ
る全員参加・ボトムアップ型の方法であった。今後
の学校研究を考える上で示唆的であった。
その意味で、正に、全教員で創り上げ、全教員で
活用する「授業スタンダード」と言えよう。
２．子どもの声を大切にする意義
東京都教育委員会による『平成27年度「児童・生
徒の学力向上を図るための調査」の結果について』７）
では、「各教科の内容が分かる要因」について子ど
もに質問している。どの教科でも「先生の教え方が
丁寧だから」という回答が上位を占めている。中学
校では、理科で“実験”が最上位であることを除け
ば、５教科全てで「先生の教え方」が最上位となっ
ている。子どもは教師の授業への熱意や工夫を肌で
感じとっていることが明らかにされた。本研究では
子どもの意識調査からスタートした。研究４で指摘
したように、教師が効果的と考え選んだアイデアは
子ども自身が分かりやすいと感じている。先の調査
研究も踏まえるならば、仮に、客観的な結果（評価
テスト等）に有意な高まりがない場合でも、教師の
工夫によって、子どもが主観的に「より分かりやす
い」と感じているならば、その工夫の妥当性を評価
すべきであろう。
子どもの声や主観的な思いを大切に授業を計画
し、評価・改善する姿勢はユニバーサルデザインに
欠かせない要点となろう。
３．今後に向けて
「授業スタンダード」は人事異動後の年度当初に、
全校で・各学年で確認したい。そして、何より大
切なことは授業研究会に際しても、必ず、「スタン
ダード」を念頭にしながらの事後検討会を実施する
必要があろう。日常的な活用こそが「スタンダー
ド」そのものを見直しその質を高めることになり、
結果として、「気になる」子どもを含むユニバーサ
ルな授業の実現に結びつくと考えられる。
表４　「授業スタンダード（試案）」の 10 観点
①わかりやすい指示・発問
②学習の流れの提示
③活動時間の設定
④目的の明確化
⑤視覚的資料の活用
⑥わかりやすい板書
⑦前時の復習・既習事項の想起
⑧適度な動き・刺激
⑨相手意識をもたせる
⑩相談タイム・柔軟な学習形態
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図４　「授業スタンダード」のリーフレット（上段：表　下段：裏）
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